
平成25年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成25年5月10日

（百万円未満、小数点第１位未満は切捨て）

上場会社名 株式会社 大光銀行 上場取引所 東 
コード番号 8537 URL http://www.taikobank.jp/
代表者 （役職名） 取締役頭取 （氏名） 古出 哲彦
問合せ先責任者 （役職名） 経営管理部長 （氏名） 長野 勉 TEL 0258-36-4111
定時株主総会開催予定日 平成25年6月25日 配当支払開始予定日 平成25年6月26日
有価証券報告書提出予定日 平成25年6月25日 特定取引勘定設置の有無 無
決算補足説明資料作成の有無 ： 有
決算説明会開催の有無 ： 有 （報道機関向け）

1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
  なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 21,992 △5.9 2,702 0.6 1,617 4.8
24年3月期 23,385 △4.6 2,683 △15.4 1,542 △13.3

（注）包括利益 25年3月期 7,585百万円 （124.1％） 24年3月期 3,384百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 16.23 ― 2.4 0.2 12.2
24年3月期 15.48 ― 2.4 0.2 11.4

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  22百万円 24年3月期  18百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 1,346,608 71,161 5.2 711.34
24年3月期 1,330,626 64,076 4.7 640.44

（参考） 自己資本   25年3月期  70,862百万円 24年3月期  63,801百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 3,308 3,292 △6,030 30,312
24年3月期 16,994 △21,489 1,098 29,742

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00 498 32.2 0.7
25年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00 498 30.7 0.7
26年3月期(予想) ― 2.50 ― 2.50 5.00 39.2

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,070 △1.2 780 24.6 7.82
通期 2,210 △18.2 1,270 △21.4 12.74



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第14条の７（会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合） 
に該当するものであります。詳細は、添付資料Ｐ．15「４．連結財務諸表(５)連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 100,014,000 株 24年3月期 100,014,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期 396,256 株 24年3月期 393,045 株
③ 期中平均株式数 25年3月期 99,619,868 株 24年3月期 99,623,068 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注）「自己資本比率」は期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 
  なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 21,683 △6.0 2,622 0.0 1,585 4.3
24年3月期 23,076 △4.6 2,621 △16.6 1,519 △12.9

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 15.91 ―
24年3月期 15.25 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 1,345,617 70,617 5.2 708.88
24年3月期 1,329,747 63,587 4.7 638.29

（参考） 自己資本 25年3月期  70,617百万円 24年3月期  63,587百万円

2. 平成26年 3月期の個別業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表及び財
務諸表の監査手続は終了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．２ 「１．経営成績・財政状態に関する分析（1）経営成績に関する分
析」をご覧ください。 
（決算補足説明資料の入手方法） 
決算補足説明資料は、決算短信に添付しております。 

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,040 0.0 760 25.6 7.62
通期 2,150 △18.0 1,240 △21.7 12.44
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(1）経営成績に関する分析 

 当連結会計年度におけるわが国の経済を顧みますと、年度前半は、復興需要等を背景に緩やかな回復基調が続きま

したが、海外経済の減速等により、次第に回復の動きに足踏みがみられました。年度後半に入り、エコカー補助金の

終了の影響から個人消費が落込むなど、弱い動きが続きましたが、年度末にかけては、自動車などを中心に生産が拡

大したほか、政府の経済対策に対する期待感などから消費者マインドが改善し個人消費が上向くなど、持ち直しの動

きがみられました。 

 当行の主たる営業基盤である新潟県の経済につきましても、日本経済と同様に、海外経済の減速に伴う外需の鈍化

等により、年度の半ば以降は弱含んだ状態が続いておりましたが、下向きであった生産・輸出にも次第に改善の傾向

がみられるなど、年度末にかけて下げ止まる展開となりました。 

 金融市場におきましては、前年度末に0.9％台であった新発10年物国債利回りは、欧州債務問題への懸念などを背

景に資金が債券市場に流入したことに加え、日本銀行が一段の金融緩和拡大に踏み切るとの観測から低下基調が続

き、今年度末には0.5％台となりました。また、株式市場におきましては、前年度末に10千円台前半であった日経平

均株価の終値は、新政権の経済対策やデフレ脱却に向けた取組みへの期待から年度末にかけて上昇基調を辿り、今年

度末は12千円台前半で終えました。 

 こうした金融経済環境のなか当行は、当連結会計年度より開始した第９次中期経営計画「プラスα計画～感謝を笑

顔に、笑顔から信頼へ～」（平成24年度～平成26年度）の経営ビジョンに掲げる“「親しみやすさ」のバージョンア

ップ、「相談したい銀行」地域№1”を目指し、様々な施策を実施してまいりました。 

   

（当期の経営成績） 

 当期の連結経営成績につきましては、以下のとおりであります。 

① 預金・貸出金等の状況 

 預金残高は、１兆2,449億７百万円（単体１兆2,449億43百万円）、前年同期比139億円（単体138億97百万円）増

加しました。増加率は1.1％（単体1.1％）となりました。 

 また、貸出金残高は8,895億80百万円（単体8,896億58百万円）となり、前年同期比116億37百万円（単体116億42

百万円）増加し、増加率は1.3％（単体1.3％）となりました。消費者ローン残高が44億87百万円（単体45億76百万

円）増加し、地方公共団体向けの貸出が224億83百万円（単体224億83百万円）増加したことが要因であります。 

  

② 有価証券の状況 

 期末の有価証券残高は、3,844億33百万円（単体3,842億93百万円）となり、前年同期比では、55億44百万円（単

体55億23百万円）増加し、増加率は1.4％（単体1.4％）となりました。 

 国債、株式、投資信託受益証券は増加しましたが、地方債、社債、外国証券は減少しました。 

  

③ 損益の状況 

 当行グループの経常利益は、資金利益やその他業務利益は減少しましたが、役務取引等利益が増加したことや人

件費を中心に経費が減少したほか、実質与信関係費用が減少し、株式等関係損益が改善したことなどにより、前年

同期比19百万円増加の27億２百万円となりました。   

 当期純利益は、法人税等調整額を含めた税金費用が減少したことなどにより、前年同期比75百万円増加の16億17

百万円となりました。 

  

１．経営成績・財政状態に関する分析
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④ 報告セグメントごとの業績 

イ．銀行業 

 当行単体の主要残高につきましては、預金は新潟県内を中心に堅調に推移したことから、前年同期比138億97

百万円増加の１兆2,449億43百万円となりました。 

 貸出金は住宅ローンを中心に消費者ローンが増加したことなどから、前年同期比116億42百万円増加の8,896億

58百万円となりました。 

 また、有価証券は前年同期比55億23百万円増加の3,842億93百万円となりました。 

 当行単体の損益状況につきましては、経常利益は、資金利益やその他業務利益は減少しましたが、役務取引等

利益が増加したことや人件費を中心に経費が減少したほか、実質与信関係費用が減少し、株式等関係損益が改善

したことなどにより、前年同期比１百万円増加の26億22百万円となりました。   

 当期純利益は、法人税等調整額を含めた税金費用が減少したことなどにより、前年同期比66百万円増加の15億

85百万円となりました。 

  

ロ．その他 

 当行グループは、報告セグメントが銀行業のみであり、当行グループの業績における「その他」の重要性が乏

しいため、記載を省略しております。なお、「その他」にはクレジットカード業務等が含まれております。 

  

（次期の見通し） 

  

 平成25年度通期の業績見通しは次のとおりであります。 

  

 平成25年度通期の業績見通しは、第９次中期経営計画に掲げた数値目標などの達成に向け以下の前提条件に基づき

策定しております。 

  

  （前提条件） 

① 貸出金（平残ベース）は、通期で140億円程度の増加を見込んでおります。金利については、緩やかな低下を見

込んでおります。 

② 預金（平残ベース）は、通期で160億円程度の増加を見込んでおります。金利については、若干低下を見込んで

おります。 

③ 通期の不良債権処理額などの実質与信関係費用については、24年度通期実績を上回るものと想定し、19億円程度

を見込んでおります。 

  

  （単位：百万円）

  
第２四半期累計期間（平成25年９月末） 通期（平成26年３月末） 

連結 うち単体 連結 うち単体 

経常利益  1,070  1,040  2,210  2,150

当期（中間）純利益  780  760  1,270  1,240
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(2）財政状態に関する分析 

（資産、負債及び純資産の状況） 

 当連結会計年度末における主要残高につきましては、預金は前年同期比139億円増加の１兆2,449億７百万円、貸出

金は消費者ローンや地方公共団体向けの貸出が増加したことから前年同期比116億37百万円増加の8,895億80百万円、

有価証券は前年同期比55億44百万円増加の3,844億33百万円となりました。純資産の部については当期純利益による

利益剰余金の増加のほか、その他有価証券評価差額金の増加などにより前年同期比70億85百万円増加の711億61百万

円となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 連結キャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりであります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、貸出金の増加による流出116億36百万円、預金の増加による流入139億円、

貸倒引当金の減少による流出12億20百万円などにより33億８百万円の流入（前年同期比136億86百万円の流入減少）

となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得・売却・償還による収支42億89百万円、有形固定資産の取

得による支出９億60百万円などにより32億92百万円の流入（前年同期は214億89百万円の流出）となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、劣後特約付社債の発行による収入30億円、劣後特約付社債の償還による支

出80億円、配当金の支払４億98百万円及びリース債務の返済による支出５億31百万円などにより60億30百万円の流出

（前年同期は10億98百万円の流入）となりました。 

 これにより当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比５億70百万円増加し303億12百万円と

なりました。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 利益配分に関しましては、グループ各社と連携し堅実・健全経営を堅持するとともに、公共的使命を念頭におい

て、経営基盤強化に向けた内部留保の充実を考慮しつつ、将来にわたって株主の皆さまに報いていくために安定的な

配当を継続していくことを基本方針としております。 

 当期の期末配当金につきましては、株主の皆さまからの日頃のご支援に感謝の意を表し、１株当たり２円50銭とさ

せていただく予定であります。これにより、当期の配当額は、中間配当とあわせて１株当たり５円00銭となります。

 なお、内部留保資金につきましては、競争力の強化、顧客サービスの向上や経営効率化のための効果的な投資等に

充てる所存であります。 

 次期以降につきましても、上記基本方針に則り適切な利益配分を行ってまいります。 
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(1）事業の内容 

 当行グループ（当行及び当行の関係会社）は、当行（株式会社大光銀行）、連結子会社２社及び関連会社２社（持

分法適用会社）で構成され、銀行業務を中心に、クレジットカード業務、リース業務などの金融サービスに係る事業

を行っております。 

 当行グループの事業内容及び当行と関係会社の当該事業に係る位置づけは次のとおりであります。 

〔銀行業務〕 

 当行の本店ほか支店69ヵ店において、預金業務、貸出業務を中心に、内国為替業務、外国為替業務、公共債・投

資信託・保険の窓販業務等を行っており、当行グループの中心業務と位置づけております。 

 また、連結子会社の株式会社大光ビジネスサービスにおいて銀行業務の事務代行業務を行っております。 

〔クレジットカード業務〕 

 連結子会社のたいこうカード株式会社においてクレジットカード業務を行っております。 

〔リース業務〕 

 持分法適用関連会社の大光リース株式会社において総合リース業務を行っております。 

〔その他業務〕 

 連結子会社のたいこうカード株式会社において信用保証業務を行っております。 

  

 以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

  

（事業系統図） 

  

  

２．企業集団の状況
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(2）関係会社の状況 

① 連結子会社 

② 持分法適用関連会社 

（注）１．上記関係会社のうち、特定子会社に該当する会社はありません。 

２．上記関係会社のうち、有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。 

３．「議決権の所有割合」欄の（ ）内は、子会社による間接所有の割合（内書き）、［ ］内は、「自己と出

資、人事、資金、技術、取引等において緊密な関係があることにより自己の意思と同一の内容の議決権を行使

すると認められる者」又は「自己の意思と同一の内容の議決権を行使することに同意している者」による所有

割合（外書き）であります。 

４．「当行との関係内容」の「役員の兼任等」欄の（ ）内は、当行の役員（内書き）であります。 

５．議決権の所有割合は50％以下ですが、実質的に支配しているため子会社としたものであります。 

  

名称 住所 
資本金又
は出資金
(百万円)

主要な事業
の内容 

議決権の
所有割合
（％） 

間接所有して
いる子会社 
（％） 

当行との関係内容 

役員の
兼任等 
（人） 

資金
援助 営業上の取引 設備の

賃貸借 
業務
提携 

株式会社大光

ビジネスサー

ビス 

新潟県 

長岡市 
 10

銀行従属 

業務 

 

( )

100

－
 －

 

( )

2

2
 －

預金取引関係 

事務委託取引関係 

当行より

建物の一

部賃借 

－ 

たいこうカー

ド株式会社 

（注５） 

新潟県 

長岡市 
 35

クレジット

カード業務 

 

( )

[ ]

45.1

－

－

 －
 

( )

3

3
 －

金銭貸借関係 

預金取引関係 
－ － 

名称 住所 
資本金又
は出資金
(百万円)

主要な事業
の内容 

議決権の
所有割合
（％） 

間接所有して
いる子会社 
（％） 

当行との関係内容 

役員の
兼任等 
（人） 

資金
援助 営業上の取引 設備の

賃貸借 
業務
提携 

大光リース株式

会社 

新潟県 

長岡市 
 270 リース業務 

 

( )

[ ]

39.5

34.5

－

たいこう 

カード㈱ 

 34.5

 

( )

2

2
 －

リース取引関係 

金銭貸借関係 

預金取引関係 

－ － 

株式会社東北バ

ンキングシステ

ムズ 

山形県 

山形市 
 60

アウトソー

シングデー

タの処理業

務 

 

( )

[ ]

28.4

－

－

－ 
 

( )

2

2
 －

当行基幹系システ

ムのアウトソーシ

ングデータの処理 

－ － 
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(1）経営の基本方針 

 当行は、次の３項目を「経営理念」に掲げ、地域密着とお客さまのニーズに沿った金融サービスの提供に努めてお

ります。 

① お客様に信頼され、親しまれる銀行として地域社会の繁栄に奉仕する。 

② 健全経営に徹し、強固な経営体質を築き、安定した発展を持続する。 

③ 優れた人材の育成に力を注ぎ、清新はつらつとした行風を確立する。 

 今後とも、経営体質の一層の強化を図るとともに経営の透明性を高め、地域社会に真に期待され、信頼される銀行

を目指してまいります。 

  

(2）中長期的な経営戦略及び目標とする経営指標 

① 中長期的な経営戦略 

 当行では現在、平成24年４月から27年３月までの３年間を計画期間とする第９次中期経営計画「プラスα計画～

感謝を笑顔に、笑顔から信頼へ～」を推進しております。本計画の経営ビジョン“「親しみやすさ」のバージョン

アップ、「相談したい銀行」地域№1”を具現化するため、６つの基本戦略（①地域振興への積極的な貢献、②顧

客満足度の向上、③収益力の強化、④健全性の向上、⑤営業基盤の強化、⑥営業力の強化）に沿って役職員全員が

総力をあげて取り組んでおります。 

  

② 目標とする経営指標 

 第９次中期経営計画において、最終年度である平成26年度（27年３月期）の経営指標の目標計数及び計画初年度

となる平成24年度（25年3月期）における実績値は次のとおりであります。 

  

【最終年度（平成26年度）目標及び初年度（平成24年度）実績】  

   

 最終年度目標計数の達成に向け、役職員一同、総力をあげて取り組んでまいります。 

  

(3）会社の対処すべき課題 

 今後のわが国の経済動向を展望しますと、円高是正による輸出環境の改善や政府、日本銀行による経済対策、金融

政策の効果などを背景に、企業・個人のマインドの改善にも支えられ、次第に景気回復に向かうことが期待されてお

ります。その一方で、海外景気の下振れや原材料価格の上昇などの懸念材料もあり、先行き不透明感は未だ払拭され

ない状況にあります。 

 中長期的には、人口減少や少子高齢化に加え、企業の海外進出の加速などが社会面、経済面に大きな変化をもたら

すことが予想されております。 

 このような環境のなか、地域金融機関に対しては、地域密着型金融の中心的な担い手としてコンサルティング機能

を従来以上に発揮し、お客さまの抱える経営課題に対するソリューションの提案と新たな成長力の創出支援を通じて

地域社会・経済の活性化に貢献していくことが期待されております。 

 こうした諸課題に適切に対処すべく、当行は、第９次中期経営計画「プラスα計画～感謝を笑顔に、笑顔から信頼

へ～」をスピーディーかつ着実に実行し、円滑な資金供給や付加価値をプラスした金融サービスの提供を通じて、地

域社会・経済の活性化に全力を尽くしてまいります。特に、最重要戦略である収益力、営業基盤の強化を推し進め、

経営環境の変化に対しても十分に耐えうる効率的かつ強靭な経営体質の構築に努めてまいります。 

 併せて、お客さまの経営力を見極める目利き力やコンサルティング能力を備えた人材を継続的に育成し、お客さま

から真っ先にご相談いただける銀行を目指すとともに、安心してご利用いただくため、コンプライアンスの徹底やリ

スク管理の高度化に引き続き取り組んでまいります。 

 現在、移行準備を進めている次期基幹系システム「ＮＥＸＴＢＡＳＥ（ネクストベース）」につきましては、平成

26年１月の稼働開始に向け、万全を期してまいります。 

 当行は、こうした取組みにより地域に根差した金融機関としての社会的責任と公共的使命を果たしてまいります。

  

３．経営方針

目標とする経営指標 
最終年度目標計数 

（平成26年度） 

初年度実績値 

（平成24年度） 

コア業務純益ＲＯＡ 0.41％ 0.34％ 

経常利益 30億円 26億円 

Tier１比率（バーゼルⅡベース） 10％ 9.53％ 
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４．連結財務諸表 
(1)連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 29,742 30,312

コールローン及び買入手形 20,000 20,000

商品有価証券 64 228

金銭の信託 3,000 3,000

有価証券 378,889 384,433

貸出金 877,943 889,580

外国為替 3,915 4,158

その他資産 4,806 4,054

有形固定資産 14,400 14,817

建物 2,481 2,736

土地 10,326 10,370

リース資産 1,053 815

建設仮勘定 32 409

その他の有形固定資産 505 484

無形固定資産 601 382

ソフトウエア 359 212

リース資産 175 103

その他の無形固定資産 66 66

繰延税金資産 4,370 1,262

支払承諾見返 2,155 2,420

貸倒引当金 △9,262 △8,042

資産の部合計 1,330,626 1,346,608

負債の部   

預金 1,231,007 1,244,907

コールマネー及び売渡手形 903 1,127

借用金 9,700 9,959

社債 8,000 3,000

その他負債 6,242 6,198

賞与引当金 716 707

役員賞与引当金 31 29

退職給付引当金 4,950 4,360

役員退職慰労引当金 195 178

睡眠預金払戻損失引当金 211 200

偶発損失引当金 315 265

利息返還損失引当金 26 9

再評価に係る繰延税金負債 2,093 2,080

支払承諾 2,155 2,420

負債の部合計 1,266,550 1,275,446

純資産の部   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 8,208 8,208

利益剰余金 39,903 41,047

自己株式 △125 △126

株主資本合計 57,986 59,130

その他有価証券評価差額金 3,376 9,319

土地再評価差額金 2,438 2,413

その他の包括利益累計額合計 5,814 11,732

少数株主持分 274 299

純資産の部合計 64,076 71,161

負債及び純資産の部合計 1,330,626 1,346,608
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(2)連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

経常収益 23,385 21,992

資金運用収益 20,122 18,892

貸出金利息 16,418 15,400

有価証券利息配当金 3,601 3,402

コールローン利息及び買入手形利息 33 26

預け金利息 6 5

その他の受入利息 62 57

役務取引等収益 2,012 2,072

その他業務収益 544 355

その他経常収益 706 672

償却債権取立益 389 270

その他の経常収益 316 402

経常費用 20,702 19,290

資金調達費用 1,073 890

預金利息 812 666

譲渡性預金利息 0 －

コールマネー利息及び売渡手形利息 5 6

借用金利息 63 80

社債利息 163 117

その他の支払利息 29 19

役務取引等費用 1,535 1,545

その他業務費用 236 137

営業経費 14,748 14,374

その他経常費用 3,107 2,342

貸倒引当金繰入額 408 106

その他の経常費用 2,699 2,235

経常利益 2,683 2,702

特別利益 4 2

固定資産処分益 4 2

特別損失 82 68

固定資産処分損 48 5

減損損失 33 62

税金等調整前当期純利益 2,606 2,635

法人税、住民税及び事業税 716 1,084

法人税等調整額 330 △91

法人税等合計 1,046 993

少数株主損益調整前当期純利益 1,559 1,642

少数株主利益 16 25

当期純利益 1,542 1,617
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 連結包括利益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,559 1,642

その他の包括利益 1,825 5,942

その他有価証券評価差額金 1,522 5,942

土地再評価差額金 302  

包括利益 3,384 7,585

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 3,368 7,559

少数株主に係る包括利益 16 25
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(3)連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 10,000 10,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 10,000 10,000

資本剰余金   

当期首残高 8,208 8,208

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 8,208 8,208

利益剰余金   

当期首残高 38,886 39,903

当期変動額   

剰余金の配当 △547 △498

当期純利益 1,542 1,617

土地再評価差額金の取崩 22 24

当期変動額合計 1,017 1,144

当期末残高 39,903 41,047

自己株式   

当期首残高 △125 △125

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △125 △126

株主資本合計   

当期首残高 56,970 57,986

当期変動額   

剰余金の配当 △547 △498

当期純利益 1,542 1,617

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 22 24

当期変動額合計 1,016 1,143

当期末残高 57,986 59,130
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 1,853 3,376

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,522 5,942

当期変動額合計 1,522 5,942

当期末残高 3,376 9,319

土地再評価差額金   

当期首残高 2,158 2,438

当期変動額   

土地再評価差額金の取崩 △22 △24

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 302  

当期変動額合計 280 △24

当期末残高 2,438 2,413

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 4,011 5,814

当期変動額   

土地再評価差額金の取崩 △22 △24

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,825 5,942

当期変動額合計 1,803 5,917

当期末残高 5,814 11,732

少数株主持分   

当期首残高 259 274

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15 24

当期変動額合計 15 24

当期末残高 274 299

純資産合計   

当期首残高 61,241 64,076

当期変動額   

剰余金の配当 △547 △498

当期純利益 1,542 1,617

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 － －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,840 5,966

当期変動額合計 2,834 7,085

当期末残高 64,076 71,161
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(4)連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,606 2,635

減価償却費 864 904

減損損失 33 62

持分法による投資損益（△は益） △18 △22

貸倒引当金の増減（△） △578 △1,220

賞与引当金の増減額（△は減少） △14 △8

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） △236 △590

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18 △16

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 2 △11

偶発損失引当金の増減（△） △131 △49

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △4 △17

資金運用収益 △20,122 △18,892

資金調達費用 1,073 890

有価証券関係損益（△） △13 △79

為替差損益（△は益） 1 △1

固定資産処分損益（△は益） 44 3

貸出金の純増（△）減 △12,791 △11,636

預金の純増減（△） 20,863 13,900

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

3,400 259

コールマネー等の純増減（△） 155 224

商品有価証券の純増（△）減 56 △163

外国為替（資産）の純増（△）減 44 △243

外国為替（負債）の純増減（△） △0 －

資金運用による収入 20,166 19,031

資金調達による支出 △1,366 △997

その他 3,771 166

小計 17,824 4,125

法人税等の支払額 △829 △816

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,994 3,308

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △124,678 △77,685

有価証券の売却による収入 25,679 19,627

有価証券の償還による収入 77,787 62,347

金銭の信託の増加による支出 △34 －

有形固定資産の取得による支出 △193 △960

有形固定資産の売却による収入 26 9

無形固定資産の取得による支出 △76 △46

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,489 3,292
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

劣後特約付借入れによる収入 4,000 －

劣後特約付借入金の返済による支出 △2,000 －

劣後特約付社債の発行による収入 － 3,000

劣後特約付社債の償還による支出 － △8,000

リース債務の返済による支出 △352 △531

配当金の支払額 △547 △498

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,098 △6,030

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,396 570

現金及び現金同等物の期首残高 33,138 29,742

現金及び現金同等物の期末残高 29,742 30,312
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 該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当行及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の経常利益及び税金等調整前当期純利益は、それぞれ３百万

円増加しております。 

  

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 当行グループは、報告セグメントが銀行業のみであり、当行グループの業績における「その他」の重要性が乏し

いため、記載を省略しております。なお、「その他」にはクレジットカード業務等が含まれております。 

  

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

１．サービスごとの情報 

（注） 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1）経常収益 

 当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益の90％を超

えるため、記載を省略しております。 

  

(2）有形固定資産 

 当行グループは、本邦以外の国又は地域に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しておりま

す。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 特定の顧客に対する経常収益で連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省略し

ております。 

  

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 当行グループは、報告セグメントが銀行業のみであり、当行グループの業績における「その他」の重要性が乏し

いため、記載を省略しております。 

  

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（会計方針の変更）

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

【関連情報】

  （単位：百万円）

  貸出業務 有価証券投資業務 その他 合計 

外部顧客に対する経常収益  15,670  3,760  2,560  21,992

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
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 （注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

  

    ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。  

３．なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

    
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

１株当たり純資産額 円  640.44  711.34

１株当たり当期純利益金額 円  15.48  16.23

潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額 
円  －  －

    
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

純資産の部の合計額 百万円  64,076  71,161

純資産の部の合計額から控除する

金額 
百万円  274  299

（うち少数株主持分）    (274)  (299)

普通株式に係る期末の純資産額 百万円  63,801  70,862

１株当たり純資産額の算定に用い

られた期末の普通株式の数 
千株  99,620  99,617

    
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額              

 当期純利益 百万円  1,542  1,617

 普通株主に帰属しない金額 百万円  －  －

 普通株式に係る当期純利益 百万円  1,542  1,617

 普通株式の期中平均株式数 千株  99,623  99,619

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
(1)貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 29,742 30,312

現金 12,964 15,645

預け金 16,777 14,667

コールローン 20,000 20,000

商品有価証券 64 228

商品国債 33 74

商品地方債 30 154

金銭の信託 3,000 3,000

有価証券 378,770 384,293

国債 173,081 193,606

地方債 48,651 45,395

社債 101,125 89,073

株式 4,933 6,365

その他の証券 50,978 49,851

貸出金 878,016 889,658

割引手形 14,538 12,767

手形貸付 39,795 34,724

証書貸付 720,779 755,000

当座貸越 102,901 87,166

外国為替 3,915 4,158

外国他店預け 2,386 2,674

買入外国為替 1 －

取立外国為替 1,527 1,484

その他資産 3,819 2,976

前払費用 26 33

未収収益 1,537 1,625

金融派生商品 2 －

その他の資産 2,253 1,317

有形固定資産 14,398 14,816

建物 2,481 2,736

土地 10,326 10,370

リース資産 1,053 815

建設仮勘定 32 409

その他の有形固定資産 504 483

無形固定資産 595 379

ソフトウエア 354 211

リース資産 175 103

その他の無形固定資産 64 64

繰延税金資産 4,274 1,174

支払承諾見返 2,155 2,420

貸倒引当金 △9,004 △7,802

資産の部合計 1,329,747 1,345,617
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

預金 1,231,046 1,244,943

当座預金 46,315 47,923

普通預金 311,599 320,812

貯蓄預金 8,643 8,152

通知預金 44,743 43,579

定期預金 784,559 793,164

定期積金 28,897 25,016

その他の預金 6,286 6,295

コールマネー 903 1,127

借用金 9,700 9,959

借入金 9,700 9,959

社債 8,000 3,000

その他負債 5,863 5,751

未払法人税等 449 723

未払費用 1,096 985

前受収益 461 427

従業員預り金 75 72

給付補填備金 35 16

金融派生商品 － 1

リース債務 1,323 990

資産除去債務 118 119

その他の負債 2,302 2,415

賞与引当金 712 703

役員賞与引当金 31 29

退職給付引当金 4,931 4,339

役員退職慰労引当金 195 178

睡眠預金払戻損失引当金 211 200

偶発損失引当金 315 265

再評価に係る繰延税金負債 2,093 2,080

支払承諾 2,155 2,420

負債の部合計 1,266,159 1,275,000

純資産の部   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 8,208 8,208

資本準備金 8,208 8,208

利益剰余金 39,689 40,802

利益準備金 1,791 1,791

その他利益剰余金 37,898 39,011

固定資産圧縮積立金 － 4

別途積立金 21,000 21,000

繰越利益剰余金 16,898 18,007

自己株式 △125 △126

株主資本合計 57,772 58,884

その他有価証券評価差額金 3,376 9,319

土地再評価差額金 2,438 2,413

評価・換算差額等合計 5,814 11,732

純資産の部合計 63,587 70,617

負債及び純資産の部合計 1,329,747 1,345,617
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(2)損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

経常収益 23,076 21,683

資金運用収益 20,061 18,843

貸出金利息 16,357 15,351

有価証券利息配当金 3,603 3,403

コールローン利息 33 26

預け金利息 6 5

その他の受入利息 61 55

役務取引等収益 1,868 1,922

受入為替手数料 747 740

その他の役務収益 1,121 1,182

その他業務収益 458 277

外国為替売買益 29 34

商品有価証券売買益 － 3

国債等債券売却益 429 200

国債等債券償還益 － 39

その他経常収益 687 639

償却債権取立益 389 270

株式等売却益 0 96

金銭の信託運用益 24 19

その他の経常収益 273 253

経常費用 20,455 19,060

資金調達費用 1,072 890

預金利息 812 666

譲渡性預金利息 0 －

コールマネー利息 5 6

借用金利息 63 80

社債利息 163 117

その他の支払利息 28 19

役務取引等費用 1,465 1,458

支払為替手数料 146 144

その他の役務費用 1,318 1,314

その他業務費用 235 136

商品有価証券売買損 0 －

国債等債券売却損 － 104

国債等債券償還損 234 32

営業経費 14,645 14,281

その他経常費用 3,036 2,294

貸倒引当金繰入額 434 124

貸出金償却 2,003 1,523

株式等売却損 0 59

株式等償却 173 57

その他の経常費用 425 528

経常利益 2,621 2,622
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

特別利益 4 2

固定資産処分益 4 2

特別損失 82 68

固定資産処分損 48 5

減損損失 33 62

税引前当期純利益 2,544 2,556

法人税、住民税及び事業税 704 1,070

法人税等調整額 319 △99

法人税等合計 1,024 970

当期純利益 1,519 1,585
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(3)株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 10,000 10,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 10,000 10,000

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 8,208 8,208

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 8,208 8,208

資本剰余金合計   

当期首残高 8,208 8,208

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 8,208 8,208

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 1,791 1,791

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,791 1,791

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

当期首残高 － －

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 － △0

固定資産圧縮積立金の積立 － 4

当期変動額合計 － 4

当期末残高 － 4

別途積立金   

当期首残高 21,000 21,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 21,000 21,000

繰越利益剰余金   

当期首残高 15,904 16,898

当期変動額   

剰余金の配当 △547 △498

固定資産圧縮積立金の取崩 － 0

固定資産圧縮積立金の積立 － △4

当期純利益 1,519 1,585

土地再評価差額金の取崩 22 24

当期変動額合計 994 1,108

当期末残高 16,898 18,007
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

利益剰余金合計   

当期首残高 38,695 39,689

当期変動額   

剰余金の配当 △547 △498

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

固定資産圧縮積立金の積立 － －

当期純利益 1,519 1,585

土地再評価差額金の取崩 22 24

当期変動額合計 994 1,112

当期末残高 39,689 40,802

自己株式   

当期首残高 △125 △125

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △125 △126

株主資本合計   

当期首残高 56,779 57,772

当期変動額   

剰余金の配当 △547 △498

当期純利益 1,519 1,585

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 22 24

当期変動額合計 993 1,111

当期末残高 57,772 58,884

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 1,853 3,376

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,522 5,942

当期変動額合計 1,522 5,942

当期末残高 3,376 9,319

土地再評価差額金   

当期首残高 2,158 2,438

当期変動額   

土地再評価差額金の取崩 △22 △24

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 302  

当期変動額合計 280 △24

当期末残高 2,438 2,413

評価・換算差額等合計   

当期首残高 4,011 5,814

当期変動額   

土地再評価差額金の取崩 △22 △24

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,825 5,942

当期変動額合計 1,803 5,917

当期末残高 5,814 11,732
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 60,791 63,587

当期変動額   

剰余金の配当 △547 △498

当期純利益 1,519 1,585

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 － －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,825 5,942

当期変動額合計 2,796 7,029

当期末残高 63,587 70,617
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役員の異動 

  

  １．役職位の異動 

      平成25年6月25日開催の定時株主総会後の取締役会において選任の予定 

  

        常務取締役        石 田 幸 雄（現 取締役総合企画部長） 

  

２．新任取締役候補 

      平成25年6月25日開催の定時株主総会において選任の予定 

  

        取締役          亀 貝 信 一（現 審査部長） 

  

  ３．新任監査役候補 

      平成25年6月25日開催の定時株主総会において選任の予定 

  

        常勤監査役        三 浦 睦 浩（現 大宮支店長） 

          

  ４．退任予定取締役 

      平成25年6月25日開催の定時株主総会終結の時をもって退任の予定 

  

        常務取締役        岩 﨑 道 雄 

          

  ５．退任予定監査役 

      平成25年6月25日開催の定時株主総会終結の時をもって退任の予定 

  

        常勤監査役        内 藤 右 一 

           

                                              以上 

  

６．その他
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